
 

               

 

 

明治以来、約１２０年ぶりに屏風折れの高石垣が姿を現す！！ 

扇の芝整備事業について 
 

扇の芝の整備について、土地公有化および残存建物基礎を撤去するなど、周辺の安全確保と景

観向上を図り、供用開始に向けた取組を推進しています。今年度は、土地公有化済のところから

建物基礎撤去を実施しています。さらに、石垣の保全を目的として、３次元写真測量を行います。 

令和７年１２月末には、すべての建物が撤去され、明治時代後期以来、約１２０年ぶりに扇の

芝の屏風折れの高石垣を周囲から一望できるようになりました。これにより、江戸時代の面影を

感じられる環境が整いました。 

  

１ 公 有 化      令和８年１月末に扇の芝すべての土地公有化完了予定 

２ 整備スケジュール  令和７年度 土地公有化および建物基礎撤去、石垣３次元写真測量 

            令和８年度 芝張・石垣保護工事 

            令和９年度 全体整備工事（芝張、園路、ベンチ等）・石垣保護工事 

                  供用開始 
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